
令和７年 10 月 27 日 

国土交通省関東地方整備局 

長野営繕事務所 

高校生を対象とした現場見学会を開催します 
 

 

「高校生を対象とした現場見学会」 
 

･11 月 10 日(月)  長野第１地方合同庁舎Ａ棟（仮称）新築工事 ［長野市］ 

若槻養護学校施設整備事業 ［長野市］ 

小諸義塾高校（仮称）整備事業 ［小諸市］ 

（対象 上田千曲高等学校 学生） 
 

･11 月 12 日(水)  長野第１地方合同庁舎Ａ棟（仮称）新築工事 ［長野市］ 

若槻養護学校施設整備事業 ［長野市］ 

（対象 長野工業高等学校 学生） 
 

   本見学会は、施工者の協力のもと、高校生に実際の建築工事現場を見学していただくものです。 

なお、上田千曲高等学校の見学会については、一般社団法人 公共建築協会、長野県建設業協会 上小

支部との共催により実施いたします。 
 

（注 1）長野県官公庁営繕技術連絡協議会 

   長野県内の公共建築物の建築、修繕、保全等の業務を所轄する機関（長野県、県内１９市及び国土

交通省関東地方整備局長野営繕事務所）が、相互に連携し技術の交流、研鑽を図り、もって技術水準

の向上及び業務の効率化に寄与することを目的として構成する会です。 
 

そ の 他：取材を希望される場合は、事前にお申し込みください。 

（詳細は別添をご参照ください） 

  注意事項：現場見学会の様子を写真撮影することは可能ですが、見学者の顔が映り込まないよう十

分ご留意ください。 
 

 

 長野県官公庁営繕技術連絡協議会（注 1）では、11 月 11 日の「公共建築の日」および「公共建

築月間」に合わせ、公共建築への理解促進を目的としたイベントを実施します。 

今年も建築を学ぶ高校生に工事現場の体験を通して、建設業への理解や関心を深めていただき、

将来の担い手確保と、ものづくりの魅力発信を目的に、下記のとおり現場見学会を開催します。 

＜発表記者クラブ＞ 

竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、刀水クラブ･テレビ記者会 

長野県庁会見場、長野市政記者クラブ、長野市政記者会 

＜問い合わせ先＞ 

国土交通省関東地方整備局 長野営繕事務所 

電話：０２６－２３５－３４８１（代表） メールアドレス：ktr-nagano-ez@mlit.go.jp  

技術課 課長 吉崎（よしざき） 



別添 

現場見学会 会場のお知らせ 

 

国土地理院地図を加工して使用 

工事概要説明場所 

長野第２地方合同庁舎 

１階 共用会議

室  

長野第１地方合同庁舎 A 棟（仮称）

工事現場 



  

若槻養護学校施設整備事業 

工事現場 

国土地理院地図を加工して使用 



 

 

 

  

小諸義塾高校（仮称）整備事業 

工事現場 

国土地理院地図を加工して使用 



別添 

【取材申し込み様式】 

 

取材を希望される報道機関のみなさまへ 

 

以下の取材申し込み内容を記載のうえ、メールにて送信ください。 

メールアドレス：ktr-nagano-ez@mlit.go.jp 

申し込み期限：令和７年 11 月 5 日（水）17 時まで 

 

 

《取材申し込みメールの記載内容》 

   

・11 月 10 日若しくは 12 日開催 高校生を対象とした現場見学会 

     

・報道機関名 

 

・取材代表者氏名 

 

・希望人数 

 

・取材希望日（ ・10 日  ・12 日  ・1０日及び 12 日 ） 

 

・連絡先（E-Mail・TEL） 

  

mailto:ktr-nagano-ez@mlit.go.jp
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校歌でも歌われる「三登山」を望むおおらかな風景、北側の豊かな
学校林、爽やかな芝生の校庭と連続する南側斜面のランドスケープ
など、魅力的な既存の風景環境を新校舎に活かした配置計画とし、
森に囲まれ、静けさと落ち着きのある環境をつくります。

豊かな「森」の環境と「三登山」を望む風景を最大限活かす

校庭やのぞみ病棟側のボリュームを低く抑え、北側の三登山、敷地奥
の学校林に向かって徐々に高くすることで、周辺環境に対して圧迫感
がなく、風景に馴染むボリューム配置とします。
また全体的に軒高を抑え、夏の暑い日差しや雨から守る軒の深い
曲面屋根によって、奥行きが生まれ、柔らかい印象をもつ建築とし
ます。校庭に面して平屋の「森の音楽堂」を設け、親密なスケール
感を生み出します。従来の学校のように校庭に大きなボリュームが
そそり立たず、生徒を迎え入れるような、やさしい佇まいとします。

風景に溶け込む、やさしい佇まい

南西側から見た鳥瞰イメージ 南西側から見た外観イメージ
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新たな書架配置のイメージ

多様な活動のイメージ

学校図書館は読書のためだけの場ではなく、病弱・精神疾患を抱え教室に入れない生徒達
にとっては、大きなリビングルームの様に安心して寛ぐことができ、教室以外の第2の居場所
となります。1人で過ごすこともでき、人と繋がる事もできる図書館を目指します。
① 居場所としての図書館をつくる
　各階に点在する図書コーナーとループを介して
　繋がり、生徒や教員は散歩をする様に本や情報と
出会い、目的がなくても居座ることができます。
②活動が混ざり合い新たな探究を生む
　多様な活動が互いに影響を与え合う事で、相乗効果
　的に新しい創作や探究が生まれます。
③ ICT環境を活用した新たな図書館
　ICT環境が整い、端末で本を読む機会が増えつつ
あります。ゆとりある書架配置とする事で、散策
の途中で本と出会うことができる場をつくります。
④ 世界と繋がる場
　公立図書館との連携し、蔵書数の少なさを補います。

3-1 配置計画

6-1 全体工程表

森の音楽堂

地域交流ギャラリーは、周辺の図書館や美術館、大学等の施設や地域の方々との繋がりを
強め、様々な交流活動を行う事ができるスペースです。生徒が日常的に地域や社会との
関わりを感じる場となる事を目指します。
① 生徒が社会との繋がりを感じられる
地域交流ギャラリーには、「図書・展示
コーナー」や「多目的スペース」を配置し、
生徒が外に向けて発信すると共に、書籍や
展示物から新しい情報を得る事ができます。
学校内に地域との接点の場がある事で、
卒業後に自立し、社会活動に積極的に参加

　していく事へとつながります。
②森へと連続する、落ち着いた交流空間
記憶の庭から 緩やかな傾斜に沿って、昇降口
へ入ると「森のプロムナード」へ視線が抜け
「つくる庭」へと視界が開け、落ち着いた
　空間が広がります。

2-2 (2)「生活」マルチメディアスペース 2-2 (4)「共創」地域交流ギャラリー
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配置計画の方針
・既存環境を最大限活かす
・周辺環境に溶け込むボリューム配置
・自然に溶け込む平面構成

（リーフレット_１枚目）若槻養護学校施設整備事業基本計画策定支援委託業務




